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(57)【要約】
【課題】運転者に対してエコドライブを意識させやすく
する。
【解決手段】情報処理装置１００は、車両１０に搭載さ
れている。情報処理装置１００は、情報処理装置１００
が搭載されている車両１０（以下、自車両１０ａと記載
）の運転情報を、外部に向けて無線で送信する。また情
報処理装置１００は、他の情報処理装置１００が無線で
送信した他の車両１０（以下、他車両１０ｂと記載）の
運転情報を受信し、その情報処理装置１００が搭載され
ている車両１０の運転情報とともに表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の車両に搭載される情報処理装置であって、
　前記第１の車両の運転状況を示す運転情報を無線で送信する送信手段と、
　前記第１の車両とは異なる車両である第２の車両から送信された前記運転情報を受信す
る受信手段と、
　前記受信手段が受信した前記運転情報を、前記第１の車両の前記運転情報とともに表示
する表示手段と、
を備える情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記表示手段は、前記第１の車両及び前記第２の車両を、前記第１の車両の前記運転情
報と前記第２の車両の前記運転情報とに基づいて順位付けし、順位付けした結果を表示す
る情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の情報処理装置において、
　前記受信手段は、互いに異なる複数の前記第２の車両それぞれに搭載された複数の前記
情報処理装置から、前記複数の第２の車両それぞれの前記運転情報を受信し、
　前記受信した複数の前記運転情報を記憶する記憶手段をさらに備え、
　前記表示手段は、前記記憶手段が記憶している複数の前記運転情報を、前記第１の車両
の前記運転情報とともに表示する情報処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の情報処理装置において、
　前記記憶手段は、前記受信手段が受信した前記運転情報を、当該運転情報を受信した時
刻に対応付けて記憶し、
　前記表示手段は、前記記憶手段のうち、現在時刻から予め定められた時間前に前記受信
手段が受信した前記運転情報のみを、前記第１の車両の前記運転情報とともに表示する情
報処理装置。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の情報処理装置において、
　前記表示手段は、前記第１の車両及び前記複数の第２の車両を、前記第１の車両の前記
運転情報と前記複数の第２の車両の前記運転情報とに基づいて順位付けし、順位付けした
結果を表示する情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の情報処理装置において、
　前記運転情報は、全体の運転時間に対して加速度が一定以上であった時間の割合、加速
時の加速度の変化率、及び全体の運転時間に対するアイドリング時間の割合の少なくとも
一つを含む情報処理装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の情報処理装置において、
　前記運転情報は、燃費を含む情報処理装置。
【請求項８】
　第１の車両に搭載された第１の情報処理装置が、前記第１の車両の燃費を示す運転情報
を無線で送信し、
　前記第１の車両とは異なる車両である第２の車両の第２の情報処理装置が送信した前記
運転情報を、前記第１の情報処理装置が受信し、
　前記第１の情報処理装置が、受信した前記運転情報を、前記第１の車両の前記運転情報
とともに表示する表示する、情報処理方法。
【請求項９】
　車両に搭載される情報処理装置に用いられるプログラムであって、
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　前記情報処理装置に、
　　当該情報処理装置が搭載された第１の車両の燃費を示す運転情報を無線で送信する機
能と、
　前記第１の車両とは異なる車両である第２の車両から送信された前記運転情報を受信す
る機能と、
　受信した前記運転情報を、前記第１の車両の前記運転情報とともに表示する機能と、
を持たせるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に搭載される情報処理装置、情報処理方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年は、環境への負荷を低減することを目的として、自動車から排出される二酸化炭素
量を低くすることが望まれている。このために、運転時に急加速やアイドリングを少なく
すること、所謂エコドライブを行うことが推奨されている。
【０００３】
　例えば特許文献１には、サーバから比較対象車両の燃費を受信し、自車両における燃費
とともに表示させることが記載されている。特許文献１において、比較対象車両の燃費は
、例えば同一区間における同一車両の平均燃費である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－０２７５０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　車両の燃費は、そのときの道路の混雑状況によって大きく変動する。このため、単に平
均燃費と比較するのみでは、運転者にエコドライブを意識させることが難しい場合もある
。
【０００６】
　本発明の目的は、運転者に対してエコドライブを意識させやすい情報処理装置、情報処
理方法、及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、第１の車両に搭載される情報処理装置であって、
　前記第１の車両の運転状況を示す運転情報を無線で送信する送信手段と、
　前記第１の車両とは異なる車両である第２の車両から送信された前記運転情報を受信す
る受信手段と、
　前記受信手段が受信した前記運転情報を、前記第１の車両の前記運転情報とともに表示
する表示手段と、
を備える情報処理装置が提供される。
【０００８】
　本発明によれば、第１の車両に搭載された第１の情報処理装置が、前記第１の車両の燃
費を示す運転情報を無線で送信し、
　前記第１の車両とは異なる車両である第２の車両の第２の情報処理装置が送信した前記
運転情報を、前記第１の情報処理装置が受信し、
　前記第１の情報処理装置が、受信した前記運転情報を、前記第１の車両の前記運転情報
とともに表示する、情報処理方法が提供される。
【０００９】
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　本発明によれば、車両に搭載される情報処理装置に用いられるプログラムであって、
　前記情報処理装置に、
　　当該情報処理装置が搭載された第１の車両の燃費を示す運転情報を無線で送信する機
能と、
　前記第１の車両とは異なる車両である第２の車両から送信された前記運転情報を受信す
る機能と、
　受信した前記運転情報を、前記第１の車両の前記運転情報とともに表示する機能と、
を持たせるプログラムが提供される。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、運転者に対してエコドライブを意識させやすくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施形態に係る情報処理装置の使用環境を示す図である。
【図２】情報処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３】情報処理装置の表示部が表示するデータの一例を示す。
【図４】第２の実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図５】「加速時の平均加速度」の指標値の算出方法を説明するための図である。
【図６】「加速時の平均加速度」の指標値を説明するための図である。
【図７】情報処理装置の表示部が表示するデータの一例を示す。
【図８】第３の実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示すブロック図である。
【図９】記憶部が記憶しているデータをテーブル形式で示す図である。
【図１０】表示部が行う表示の一例を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。尚、すべての図面におい
て、同様な構成要素には同様の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００１３】
（第１の実施形態）
　図１は、第１の実施形態に係る情報処理装置１００の使用環境を示す図である。情報処
理装置１００は、車両１０に搭載されている。情報処理装置１００は、情報処理装置１０
０が搭載されている車両１０（以下、自車両１０ａと記載）の運転情報を、外部に向けて
無線で送信する。また情報処理装置１００は、他の情報処理装置１００が無線で送信した
他の車両１０（以下、他車両１０ｂと記載）の運転情報を受信し、その情報処理装置１０
０が搭載されている車両１０の運転情報とともに表示する。
【００１４】
　すなわち本実施形態に係る情報処理装置１００は、自車両１０ａの運転情報を、その車
両１０の前後を走行している他車両１０ｂの運転情報とともに表示する。すなわち自車両
１０ａの運転者は、自分の運転情報を、自分と同一の条件にある他車両１０ｂの運転者の
運転情報と比較することができる。従って、運転者は、エコドライブを意識しやすくなる
。
【００１５】
　ここで、運転情報は、例えば燃費を含む。また運転情報は、全体の運転時間に対して加
速度が一定以上であった時間の割合、加速時の加速度の変化率、及び全体の運転時間に対
するアイドリング時間の割合の少なくとも一つを含んでいる。
【００１６】
　なお、情報処理装置１００は、自車両１０ａと同一方向に向かっている他車両１０ｂの
運転情報を受信するが、この運転情報のほかに、自車両１０ａとは逆方向に向かっている
他車両１０ｂの運転情報も受信しても良い。
【００１７】
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　図２は、情報処理装置１００の機能構成を示すブロック図である。情報処理装置１００
は、送信部１２０、受信部１３０、及び表示部１４０を備えている。送信部１２０は、自
車両１０ａの運転情報を、無線で外部に送信する。なお送信部１２０は、運転情報を、自
車両１０ａに搭載されている他の機器から取得する。
【００１８】
　受信部１３０は、他車両１０ｂに搭載されている情報処理装置１００から、他車両１０
ｂの運転情報を無線で受信する。表示部１４０は、受信部１３０が受信した他車両１０ｂ
の運転情報と、自車両１０ａの運転情報とを互いに対応できるように表示する。
【００１９】
　なお、図２に示した情報処理装置１００の各構成要素は、ハードウエア単位の構成では
なく、機能単位のブロックを示している。情報処理装置１００の各構成要素は、任意のコ
ンピュータのＣＰＵ、メモリ、メモリにロードされた本図の構成要素を実現するプログラ
ム、そのプログラムを格納するハードディスクなどの記憶ユニット、ネットワーク接続用
インタフェースを中心にハードウエアとソフトウエアの任意の組合せによって実現される
。そして、その実現方法、装置には様々な変形例がある。
【００２０】
　図３は、情報処理装置１００の表示部１４０が表示するデータの一例を示す。本図に示
す例では、表示部１４０は、運転情報の各項目別に、自車両１０ａの運転情報と、他車両
１０ｂの運転情報とを対応表示させている。このため、車両１０の運転者は、自分の運転
情報を、自分と同一の条件にある他の運転者の運転情報と比較することができる。
【００２１】
　なお、図３では、「全体の運転時間に対して加速度が一定以上であった時間の割合」を
「加減速の少ない運転」として表示しており、「加速時の加速度の変化率」を「ふんわり
アクセル」として表示しており、「全体の運転時間に対するアイドリング時間の割合」を
「アイドリングの少ない運転」と表示している。
【００２２】
　また図３では、運転情報は、「早めのアクセルオフ」という項目を有している。「早め
のアクセルオフ」は、アクセルオフしてから慣性エネルギーのみで走行できる距離をＬ０

、実際の運転で減速を継続したと距離をＬとしたとき、Ｌ／Ｌ０×１００（％）として定
義される。
【００２３】
　ここで評価部１５０は、Ｌ０を、以下のようにして算出する。まず、アクセルオフ後の
停止までの運動エネルギー消費量は、以下の式（１）で定められる。式（１）は、空気抵
抗によるエネルギー消費、転がり抵抗によるエネルギー消費、及び勾配抵抗によるエネル
ギー消費で定められている。式（１）において、左辺はアクセルオフ時に車両１０が持つ
運動エネルギー、右辺第１項は空気抵抗によるエネルギー消費、第２項は転がり抵抗によ
るエネルギー消費、第３項は勾配抵抗によるエネルギー消費を示している。
【００２４】
【数１】

・・・（１）
【００２５】
　ここで
　ｍ：自車両重量
　ｖ：アクセルオフ時の自車両速度
　μｗ：空気抵抗係数
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　μｆ：転がり抵抗係数
　ρａ：空気密度
　Ｓｖ：自車両の前方投影面積
　θ：道路勾配
　Ｌ０：アクセルオフして慣性エネルギーのみで走行できる距離
【００２６】
　これをＬ０について整理すると、以下の式（２）となる。
【００２７】
【数２】

・・・（２）
【００２８】
　この式を用いることにより、評価部１５０はＬ０を算出できる。
【００２９】
　以上、本実施形態によれば、車両１０の運転者は、自分の運転情報を、自分と同一の条
件にある他の運転者の運転情報と比較することができる。従って、運転者は、エコドライ
ブを意識しやすくなる。
【００３０】
　また本実施形態において、運転情報は全体の運転時間に対して加速度が一定以上であっ
た時間の割合、加速時の加速度の変化率、及び全体の運転時間に対するアイドリング時間
の割合の少なくとも一つを含んでいる。これらの情報は、燃費とは異なり、車種に依存し
にくい情報である。従って、その運転者がエコドライブを行っているか否かを、周囲の車
の運転者と直接比較することができる。この場合、さらに運転者は、エコドライブを意識
しやすくなる。またセンターサーバを設置する必要がないため、初期構築コスト及び運用
コストも低くて済む。
【００３１】
（第２の実施形態）
　図４は、第２の実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成を示すブロック図である
。情報処理装置１００は、評価部１５０を備えている点を除いて、第１の実施形態に係る
情報処理装置１００と同様の構成である。
【００３２】
　評価部１５０は、運転情報の各項目を指標値に変換する処理を行う。送信部１２０は、
自車両１０ａの運転情報として、指標値を送信する。受信部１３０は、他車両１０ｂの運
転情報として変換後の指標値を送信する。そして表示部１４０は、自車両１０ａの運転情
報及び他車両１０ｂの運転情報として、指標値を表示する。
【００３３】
　まず評価部１５０は、「全体の運転時間に対して加速度が一定以上であった時間の割合
」の指標値として、全体の運転時間に対する等速走行時間の割合を算出する。例えば評価
部１５０は、以下の処理を行う。
【００３４】
　まず評価部１５０は、一定時間毎（例えば１秒毎）の速度データを、予め定められた時
間分（例えば１０秒分）取得する。そして評価部１５０は、この時間（例えば１０秒）内
における平均速度を算出する。次いで評価部１５０は、その時間（例えば１０秒）内にお
ける最小速度と平均速度の差分、及び最大速度と平均速度の差分をそれぞれ算出する。そ
してこれら２つの差分が予め定められた基準値以内にある場合、その時間（例えば１０秒
）は等速走行である、と判断する。
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【００３５】
　また加速時の加速度の変化率が大きい場合、一般的に燃費が悪くなる。そこで評価部１
５０は、「加速時の加速度の変化率」の指標値を、以下のようにして算出する。
　評価部１５０は、図５に示すように、加速を開始してからの時間と速度の関係の理想値
を示すデータを、予め保持している。そして理想的な加速を行ったときの評価時間内の移
動距離（すなわち図５における面積Ａ）と、実際の評価時間における移動距離との差分（
すなわち面積Ｂ）を算出する。次いで評価部１５０は、「加速時の加速度の変化率」の指
標値として、面積Ａに対する面積Ｂの割合を算出する。
【００３６】
　このようにすることで、平均の加速度が同じ場合であっても、例えば図６のＢ、Ｃに示
すような加速を行った場合は、図６のＡに示す加速を行った場合と比較して、「加速時の
加速度の変化率」の指標値は低くなる。
【００３７】
　また評価部１５０は、「全体の運転時間に対するアイドリング時間の割合」の指標値を
、以下のようにして算出する。
【００３８】
　まず評価部１５０は、アイドリングであると判定するための速度の閾値（例えば１ｋｍ
／時間）を予め保持しておく。そして全体の運転時間のうち、閾値以下であった時間を算
出し、全体の運転時間に対する算出した時間の割合を、指標値として算出する。
【００３９】
　そして評価部１５０は、これらの各指標値を、数段階に整理して、例えばＡ～Ｅで評価
することにより、評価値を算出する。
【００４０】
　なお評価部１５０は、過去の指標値も用いて、それぞれの評価項目の指標値の平均値と
標準偏差を算出したうえで、さらに最新の指標値の偏差値を算出し、表示部１４０が表示
する評価値としてもよい。
【００４１】
　また評価部１５０は、他車両１０ｂの指標値も用いて、それぞれの評価項目の指標値の
平均値と標準偏差を算出したうえで、自車両１０ａの指標値の偏差値を算出し、表示部１
４０が表示する評価値とすることもできる。
【００４２】
　図７は、情報処理装置１００の表示部１４０が表示するデータの一例を示す。本図に示
す例において表示部１４０は、図３に示した表示に加え、評価部１５０が算出した評価値
も各項目別に表示している。
【００４３】
　本実施形態によっても、第１の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００４４】
（第３の実施形態）
　図８は、第３の実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成を示すブロック図である
。情報処理装置１００は、記憶部１１０を有している点を除いて、第２の実施形態に示し
た情報処理装置１００と同様の構成である。
【００４５】
　図９は、記憶部１１０が記憶しているデータをテーブル形式で示す図である。記憶部１
１０は、受信部１３０が受信した複数の他車両１０ｂの運転情報を記憶している。本図に
示す例において、記憶部１１０は、他車両１０ｂの運転情報を、その運転情報を受信した
時刻に対応付けて記憶している。
【００４６】
　図１０は、表示部１４０が行う表示の一例を示している。本図に示す例において、表示
部１４０は、記憶部１１０が記憶している複数の運転情報を、自車両１０ａの運転情報と
ともに表示する。さらに詳細には、表示部１４０は、図７に示した例に加え、記憶部１１
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０が記憶している複数の運転情報と、自車両１０ａの運転情報とを順位付けし、その順位
付けした結果（ランク）、及び運転情報のベストスコアも項目別に表示している。表示部
１４０は、運転情報が示す数値を比較することにより、この順位付けを行う。
【００４７】
　本実施形態によれば、記憶部１１０は、複数の他車両１０ｂの運転情報を記憶している
。そして表示部１４０は、記憶部１１０が記憶している情報を用いて表示を行う。このた
め、自車両１０ａの運転者は、自車両１０ａの運転情報を多数の車両１０の運転情報と比
較することができるため、自分がエコドライブを行っているか否かをさらに意識しやすく
なる。
【００４８】
　なお、表示部１４０は、記憶部１１０が記憶している運転情報のうち、現在時刻から予
め定められた時間前（例えば１０分前）に受信した運転情報のみを表示してもよい。これ
により、本実施形態によれば、自車両１０ａの運転環境と同様の運転環境を有する他車両
１０ｂに関する運転情報を高い精度で選択することができる。
【００４９】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について述べたが、これらは本発明の例示であ
り、上記以外の様々な構成を採用することもできる。
【符号の説明】
【００５０】
１０ 車両
１０ａ 自車両
１０ｂ 他車両
１００ 情報処理装置
１１０ 記憶部
１２０ 送信部
１３０ 受信部
１４０ 表示部
１５０ 評価部
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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